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研究成果の概要：本研究成果は、サッカー、武道指導者の指導言語を取得し、指導者の発話する特徴的なことば
を抽出した。指導者へのインタビューを通し、特徴的なことばの背景意図やニュアンスを明らかにした。加え
て、スポーツリハビリ上で言葉を介する指導者‐学習者の相互作用に着目し、学習者にどのような相互作用にお
ける知の変遷があるかを明らかにした。

研究分野： スポーツコーチング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義と社会的意義は、スポーツ・武道指導上における曖昧な状況下における指導言語のニュアン
スの違い等事例を用いて明らかにした。また、リハビリ上の学習者視点による日記的文章の蓄積から指導者‐学
習者の相互作用に基づく知の蓄積の有用性について示唆を与えた。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－４１ 
 

 
 
１．研究の目的 
 
（１） サッカー、武道指導者の指導言語を取得し、指導者の発話する特徴的なことばを抽出

する。その特徴的なことばについて、指導者へのインタビューを実施し、ことばの背
景意図やニュアンスを明らかする。 
 

（２） 指導者‐学習者の状況であるスポーツリハビリ上で言葉を介した指導者‐学習者の相
互作用に着目し、学習者にどのような知の変遷があるかを明らかにする。 

 
 
２．研究成果 
（１）‐（１）外来語に着目し、サッカー指導者に以下項目についてインタビューを実施し、
使用実態と分類例を明らかにした。 
―― 
①対象語の直感的な解釈、②対象語の使用状況、③具体的な使用状況を想定した時の自身の物 
理的な立ち位置、④対象語の発話によって選手に期待する変化、⑤他の人による対象語の解釈 
―― 
 
（１）－（２）【使用実態】の把握：  

表１：頻度 20 回以上の外来語 
 

（１）－（３）【外来語の分類例】 
 評価語：オーケー、グッド、ブラボー（上記表外） 
 モノ名詞：ゴール、キーパー、ビブス（上記表外） 
 個人技能に言及する語：パス、クロース（クロス）、ダイレクト 
 チーム戦術に言及する語‐時間の空間移動に言及する語例）「テンポ」「リズム」 

 （酒井・栗原・齋藤・原仲（２０２１）） 
 空間的移動に言及する語：スライド等 

  
（１）－（４）【「スライド」の深堀の実施：指示内容発話場面】 

いつ：守備場面・相手のボールが移動したとき 
誰に；ボールに直接かかわっていない複数の選手 
どのような：「コンパクトな状態」のまま守備位置を変更する 
イメージ：全体よりも、個々の人の動きに対して 

 
（１）－（５）【「スライド」と類義語「縦ズレ」・「プッシュアップ」との比較】 
 縦の「縦ズレ」「プッシュアップ」 …チーム戦術 
 横の「スライド」         …チーム戦術ではあるが、個々の人の 

アクションとして着目される。 
 
この結果から以下の点が示唆される。 
 組織化において、指導者は「縦」は「チーム全体」と「横」は「個人」の裁量が多い



と認識していることが示唆される。 
 「スライド」の「横」の概念は、無標性（一般性が高い）である。 
 「縦ズレ」等は有標性（一般的でなく特異的）である。 

  
 

 
 
 
（２）‐（１）上記研究の目的（２）の事項について、リハビリタスク実施中に当事者である
学習者への半構造化インタビューを実施し、指導者と学習者との相互作用における言説分析を
実施した。学習者は以下のような認識の変遷が生まれていた。 
  
〇リハビリ初日： 

 距離感・位置感覚の感覚誤差 
 患部の：痺れと感覚の欠如 
 「痛み・痺れ」の変遷の理解 
 「力の入れ方」の理解の意味付け 
 「痛み・痺れ」「力の入れ方」の「再現性」の確認 
 
 〇リハビリ 3 週間後： 

 「痛み・痺れ」の言語表出の減少 
 タスク動作技術に対する言語表出の増加 
 
 
学習者が上記内容を言語化することによって、「痛み・痺れ」と「力の入れ方」の連結への意味
付けと自己納得感を得られた。この納得感は、動作獲得へのポジティブ作用が生まれたと推測
された。 
 
今後、リハビリ当事者の日記的文章等や、リハビリ過程における客観データと学習者である当
事者が言語表出分析を照合することにより、学習者の理解や進捗度を確認する過程となる。 
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